
平成19年 7月26日

  (株)豊田自動織機

1.業績        (単位:億円,( )は売上高比率)

前第１四半期 当第１四半期 増　減 増減率 通期予想 増減率
(18.4～18.6) (19.4～19.6) % (19.4～20.3) % 

(100.0) 4,716 (100.0) 4,864 148 3.1 (100.0) 19,500 3.8

(4.8) 226 (5.5) 267 41 18.1 (4.9) 950 5.6

(7.9) 371 (9.0) 436 65 17.5 (6.1) 1,180 8.8

(4.7) 222 (6.3) 305 83 37.3 (3.5) 690 16.0

　　ＵＳ＄ 115円 121円 6円 115円

　　ユーロ 144円 163円   19円 150円

322 254 △ 68 △ 21.0 1,200 △  7.0

(72) (46) (△26) △ 35.8 (160) △ 39.2

175 186 11 5.9 900 20.9

35,858 37,889 2,031 5.7 －

18,104 19,057 953 5.3 －

48.8% 48.7% －

162社 168社 6社 －

21社 20社 △ 1社 －

2.部門別売上高        (単位:億円,( )は構成比)

増　減 増減率 % 増減率 %

車 両 (23.2) 1,095 (24.1) 1,174 79 7.2 (24.6) 4,800 2.1

エ ン ジ ン (7.8) 368 (9.1) 440 72 19.5 (8.9) 1,730 3.3

ｶ ｰ ｴ ｱ ｺ ﾝ用 ｺ ﾝ ﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ ｰ (11.2) 526 (13.8) 671 145 27.6 (12.5) 2,450 4.0

鋳 造 品 ･ 電 子 機 器 ほ か (1.6) 73 (1.7) 81 8 10.7 (1.9) 370 16.6

(43.8) 2,064 (48.7) 2,368 304 14.7 (47.9) 9,350 3.3

(47.0) 2,215 (39.2) 1,904 △ 311 △  14.1 (39.5) 7,700 0.4

(3.8) 180 (6.0) 293 113 62.8 (5.9) 1,150 28.5

(2.8) 132 (2.9) 142 10 7.9 (3.1) 600 2.7

(2.6) 124 (3.2) 156 32 26.0 (3.6) 700 19.9

　 (100.0) 4,716 (100.0) 4,864 148 3.1 (100.0) 19,500 3.8

※　子会社決算期変更による影響を除いた増減および増減率は、　産業車両　304億円 19.0%　です。
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(注）子会社であるﾄﾖﾀ ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ ｽｳｪｰﾃﾞﾝ（旧BTｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ）ｸﾞﾙｰﾌﾟは、前期に決算期を従来の12月（1月～12月）から3月（1月～翌年3月）に
　　　変更しております。　前第１四半期は同ｸﾞﾙｰﾌﾟの18.1～18.6の6ヵ月分を含んでおり、決算期変更による影響（18.1～18.3の3ヵ月）を除いた
　　　増減および増減率は、次のとおりです。
　 　　売上高 763億円 18.6%、 営業利益 59億円 28.7%、 経常利益 91億円 26.5%、 当期純利益 95億円 45.1%

前第１四半期 当第１四半期 通期予想

総 資 産

純 資 産

自 己 資 本 比 率

連 結 子 会 社 数

設 備 投 資

(うち海外設備投資)

減 価 償 却 費

当 期 純 利 益
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為替レート

※

3.販売台数
前第１
四半期

当第１
四半期

増　減 通期予想 増　減

万台 万台 万台 万台 万台

70 51 △ 19 204 △ 11
(48) (51) (3) (204) (11)

2.4 2.4 0 8.5 △2.1

※　（　）内は、子会社決算期変更による影響を除いた数値です。

846 9 176

 エ ン ジ ン

350 0

 カーエアコン用
 コンプレッサー 506

 産 業 車 両

 エアジェット織機

ヴィッツ

37ＲＡＶ４ほか車両

計

46

83 86

130 24

3

106

2,150 105

495

566 60

6

(単位：千台）

40 △  8174△  6

※

4.経常利益の増減要因

合理化 45

売上げの増加 40

為替変動による影響 20

営業外収支の増加 32

計 137

人件費の増加 13

減価償却費の増加 11

原材料の値上がり 7

諸経費の増加 15

子会社決算期変更による影響 26

計 72

差引き経常利益の増加 65
(注) 当第１四半期は、特別利益(投資有価証券売却益) 58億円を
　　　 計上しております。

(単位：億円）
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（前期末）


